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ところ，全備質量 4.38kg となり，公称推力 4.2kgf（41.2N）に対する推重比は 0.96 となった． 

































整したところ（After revision），図４に示されたとおり，最大 2.4kgf の推力が得られるに至った． 
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時の定常水平飛行速度は 26.7[m/s] (96.1[km/h])と推算される．推進器搭載方法改良後（After 
revision）の定常水平飛行速度は 44.3[m/s]（159.5[km/h]）と推算される． 
また，飛行速度と上昇率の関係は図６の通りとなる．最大上昇率は，公称推力 4.2kgf（41.2N）
では 20.08[m/s]，推進器搭載方法改良前（Before revision）では 0.06[m/s]，改良後（After revision）
では 6.15[m/s]と推算される． 
   















    
図７．慣性モーメントの計測 
表１ 慣性モーメントの計測値および慣性乗積の推算値 
  F16 プロトタイプ機 縮小機体 
機体全備質量 m [kg] 9299 27.3 4.38 
全長 L [m] 15.03 3.2 1.59 
全幅 b [m] 9.45 1.61 0.8 
全高（脚除く）h [m] 3.57 0.665 0.324 
慣性能率 Ixx [kgm2] 12870 0.94269 0.02973 
相似パラメタα 0.0155 0.0133 0.0106 
慣性能率 Iyy [kgm2] 75670 8.3013 0.3815 
相似パラメタβ 0.0360 0.0297 0.0345 
慣性能率 Izz [kgm2] 85550 11.2361 0.4862 
相似パラメタγ 0.0292 0.0321 0.0351 
慣性乗積 Ixz [kgm2] 1331 0.15497 0.00601 
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